
 

 

開講専攻 授 業 科 目 担 当 教 員 
必修 
選択 
の別 

単位数

看護学 

２セメスター 月・３ 
看護基礎理論 板垣 恵子 必修 １ 

授業題目 看護学を理解するためのアプローチ 

授業科目の目的・概要及び到達目標等 
 

 目的 
  看護の基礎となる理論を理解し、科学的理論に基づいた看護実施と、各自の看護観を構築する 
 基礎を養う。 
 
 目標 
  １．看護理論の変遷と、看護、人間、健康、環境の４メタパラダイムを理解する。 
  ２．現代看護の基礎となっている理論を理解し、看護を実施できる能力を養う。 

 

 
授業計画 
 

 第１回  ガイダンス、看護理論を構築する概念 
 第２回  看護理論を構築する概念 
 第３回  看護理論の種類 
 第４回  看護哲学 
 第５回  看護哲学 
 第６回  看護哲学 
 第７回  大理論 
 第８回  大理論 
 第９回  大理論 
 第１０回 大理論 
 第１１回 中範囲看護理論 
 第１２回 中範囲看護理論 
 第１３回 中範囲看護理論 
 第１４回 中範囲看護理論 
 第１５回 試験 

 

 
成績評価の方法及び基準 

 

 期末試験を重視。出席状況と授業中に課したレポートを加味して総合的に評価する。 
 （期末試験：８０％程度、レポート・出席状況２０％程度） 
 
教科書・参考書 

 

 教科書：看護理論家とその業績、Ann Marriner-Tomey（医学書院） 
 参考書：その都度指示する。 
 


